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【支援の背景】 
電子機器を製造販売する為には，各国の規制基準をクリアする必要があります。EMC※規制に 

おいても，CISPR，IEC という国際規格が定められており，国内でも，情報処理装置についての 

自主規格「VCCI」や，医療機器に関する JIS 規格が定められております。また，2010 年 10 月 

から VCCI 規格の試験周波数が 6GHz まで拡大されるなど，EMC に関する規制は，今後ますます 

強化される方向にあります。 

※EMC とは，Electro-Magnetic Compatibility(電磁環境両立性)の略語であり，機器が電磁波に

よる影響を周囲の機器へ与えず，自身も周囲の機器などが与える電磁波による影響を受けない

という，以下の性能を満足することです。 

・エミッション性能：電子機器から出る不要電磁波(ノイズ)を抑えること 

・イミュニティ耐性：電子機器が外部からのノイズで誤動作しない耐性をもつこと 

 

【支援内容】 
当センターでは，従来から電子機器 EMC

規制に関する評価，対策支援を行っており

ます。本年度もフェライトコアやラインフ

ィルタ，ノイズ抑制シートなどの各種ノイ

ズ対策部品の選定や，サーチコイルを用い

たノイズ発生源の特定などの技術支援を

行いました。 

また,平成 25 年 10 月に電界強度測定シ

ステム（図１）の更新を行い，雑音端子電

圧試験に加え，9kHz～30MHz の周波数帯に

おける雑音電界強度試験への対応も可能

となりました。 

今後も，EMC に関する試験・対策・評価

を低コストに提供するとともに,受託研究

やセミナー等をとおして，企業の製品開発

にかかわる支援を行ってまいります。電磁

ノイズでお困りの方，ぜひ当センター技術

基盤部門までご相談ください。 

 
【支援事例の紹介】 

右図は，当センターの試験設備をご利

用された企業の製品例です。 

防爆型電子天秤（図２）の EMC 性能確

認を行いました。 
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図１ 電界強度測定システム（JKA 補助） 

図２ 防爆・防塵・防水型電子天秤 FZ シリーズ 

新光電子株式会社  
IP65 規格適合の防爆防塵防水タイプの高精度計量
器です。IR 通信ポートを標準装備し，計量データを
データロガーに送信することができます。 


